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●第7回通常総代会開催
●農業共済が改正されます
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特 集　第７回通常総代会
【
第
１
号
議
案
】

事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
農
業
共
済
組
合
模
範
事
業
規
程
例
の
改
正

に
伴
う
、
本
組
合
事
業
規
程
の
一
部
変
更
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
２
号
議
案
】

平
成
31
年
産
麦
か
ら
適
用
す
る
農
作
物
危
険

段
階
別
共
済
掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
産
麦
か
ら
適
用
す
る
農
作
物
危

険
段
階
別
共
済
掛
金
率
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

【
第
３
号
議
案
】

平
成
29
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸

借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案

及
び
不
足
金
処
理
案
の
承
認
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
度
の
引
受
実
績
は
、
共
済
金
額

１
兆
６
９
６
７
億
２
１
３
３
万
円
と
な
り
、支
払

共
済
金
は
、27
億
６
８
１
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
第
４
号
議
案
】

平
成
30
年
度
事
業
計
画
設
定
の
承
認
に
つ

い
て

　

本
年
度
の
全
事
業
の
共
済
金
額
は
１
兆

６
８
２
０
億
６
５
９
８
万
円
の
計
画
で
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
第
５
号
議
案
】

平
成
30
年
度
事
務
費
賦
課
額
の
決
定
に
つ

い
て

　

本
年
度
の
事
務
費
賦
課
額
総
額
は
13
億

２
９
７
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

【
第
６
号
議
案
】

平
成
30
年
度
役
員
、
顧
問
弁
護
士
及
び
共
済

部
長
の
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
本
年
度
は
、総
額
１
億
９
４
９
４
万
円
以
内

で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
７
号
議
案
】

平
成
30
年
度
に
お
け
る
無
事
戻
金
の
交
付
に

つ
い
て

　
本
年
度
交
付
さ
れ
る
無
事
戻
金
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
交
付
対
象
者
に
は
、
７
月
下
旬

に
指
定
口
座
へ
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

【
第
８
号
議
案
】

平
成
30
年
度
集
落
営
農
等
推
進
奨
励
金
の

交
付
及
び
特
別
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

　
本
年
度
の
集
落
営
農
等
推
進
奨
励
金
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
特
別
積
立

金
を
取
り
崩
す
こ
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
９
号
議
案
】

平
成
30
年
度
に
お
け
る
借
入
金
の
最
高
限
度

額
、
利
息
の
利
率
及
び
償
還
方
法
の
決
定
に

つ
い
て

　
借
入
す
る
際
の
最
高
限
度
額
等
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
10
号
議
案
】

平
成
30
年
度
余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
の

承
認
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
14
機
関
と
銀
行
等
12
機
関
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
11
号
議
案
】

監
事
監
査
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
農
業
保
険
法
等
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
一
部
改
正
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
12
号
議
案
】

損
害
評
価
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
、
損
害
評
価
会
委
員

７
３
６
人
の
選
任
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
30
年
６
月
１
日
か
ら
平
成

33
年
５
月
31
日
ま
で
で
す
。

【
第
13
号
議
案
】

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
、
家
畜
診
療
所
運
営

委
員
４
人
の
委
嘱
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
30
年
６
月
１
日
か
ら
平
成

33
年
５
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
本
組
合
は
平
成
30
年
５
月
29
日
、
大
和
町
の
「
ま

ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
」
で
第
７
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
佐
藤
敬
組
合
長
が
「
自
然
災
害

等
に
対
す
る
備
え
の
基
本
と
な
る
農
業
共
済
制
度

と
、
価
格
の
低
下
を
含
む
多
様
な
収
入
減
少
を
補
て

ん
す
る
収
入
保
険
制
度
を
推
進
し
、
農
家
・
組
合
員

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
経
営
の
安
定
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
続
い
て
宮
城

県
知
事
（
宮
城
県
農
林
水
産
部
高
橋
久
則
次
長
代

読
）
と
全
国
農
業
共
済
協
会
長
（
鈴
木
直
常
務
理
事

代
読
）
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
長
に
登
米
市
迫
町
の
相
澤
吉
悦
総
代

を
選
出
し
、
平
成
29
年
度
事
業
報
告
、
平
成
30
年
度

事
業
計
画
な
ど
を
含
む
13
議
案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、
農
業
共
済
制
度
と
収
入
保

険
制
度
を
担
う
組
織
と
し
て
、
す
べ
て
の
農
業
者

に
対
し
て
普
及
に
努
め
、
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
」
の
農
業
生
産
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、
農
家

経
営
安
定
と
発
展
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
組
合
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役

割
を
踏
ま
え
、
組
織
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に

関
係
機
関
団
体
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
し
、

農
業
保
険
法
の
目
的
達
成
に
向
け
、
次
の
事
項
を

重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

● 

農
業
者
の
経
営
展
開
に
即
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ

　
ネ
ッ
ト
の
提
供

● 

推
進
体
制
の
構
築
・
整
備

● 

事
業
運
営
基
礎
の
強
化

● 

広
報
活
動
の
充
実
強
化

● 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化

● 

人
材
の
育
成
と
職
員
の
資
質
向
上

第
７
回
通
常
総
代
会

 

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、農
業
経
営
の
安
定
に
努
め
ま
す

佐藤  敬組合長理事

「安心の未来」拡充運動に向けて
  平成30年度農業共済事業推進の基本方針

議長を務めた相澤吉悦総代

　　出席人数
総 代 数 302人
本人出席 242人
書面出席   52人

Ｑ 

損
益
計
算
書
に
お
い
て
、
家
畜
共
済

で
剰
余
金
が
出
て
い
る
が
、
掛
金
を
安
く

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

A 

剰
余
金
が
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

被
害
率
が
下
が
り
ま
す
の
で
、
将
来
に
向

け
て
掛
金
率
は
下
が
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ 

農
作
物
共
済
の
貸
倒
引
当
金
が
残
っ

て
い
る
が
、
理
由
を
聞
き
た
い
。

A 

昨
年
の
総
代
会
で
解
消
に
努
め
る
と

回
答
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て

残
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
今
年
度
内
の
解
消
に
向
け
努

力
い
た
し
ま
す
。

Ｑ 

収
入
保
険
に
つ
い
て
事
業
計
画
に

入
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

A 

収
入
保
険
の
元
受
け
で
あ
る
全
国

農
業
共
済
組
合
連
合
会
（
以
下
「
全
国

連
」
）
か
ら
の
委
託
に
よ
り
組
合
で
加
入

推
進
を
行
い
ま
す
。
各
県
ご
と
の
事
業
計

画
は
６
月
26
日
に
開
か
れ
る
全
国
連
の
総

会
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
議
決
結
果

を
受
け
て
具
体
的
に
計
上
し
て
い
く
こ
と

に
い
た
し
ま
す
。

 

承
認
さ
れ
た
議
案

主
な
質
問
・
意
見
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共 済 事 業 引受面積等 共 済 金 額 徴収共済掛金 支払共済金

農作物（水　稲）共済 7,117,142a 4,292,808万円 341,198,785円 158,034,460円

農作物（　麦　）共済 223,022a 30,944万円 11,839,911円 2,030,735円

家 畜 共 済 123,609頭 2,426,523万円 761,457,300円 1,278,117,995円

果　樹（りんご）共済 4,440a 14,191万円 1,397,512円 723,130円

果　樹（な　し）共済 4,941a 20,951万円 4,249,803円 32,600円

畑作物（大　豆）共済 847,578a 272,684万円 86,861,500円 243,044,759円

畑作物（蚕　繭）共済 112箱 731万円 102,860円 67,800円

園 芸 施 設 共 済 24,847棟 1,114,134万円 142,073,794円 85,472,323円

建 物 共 済 125,263棟 152,091,701万円 1,043,523,497円 891,585,095円

農 機 具 共 済 37,793台 9,407,466万円 213,171,149円 108,988,580円

合 　 　 　 計 − 169,672,133万円 2,605,876,111円 2,768,097,477円

共 済 事 業 引受面積等 共 済 金 額 共 済 掛 金
農家負担掛金Ａ 国庫負担掛金Ｂ 総額Ａ＋Ｂ

農作物（水　稲）共済 7,128,777a 4,309,174万円 33,105万円 33,104万円 66,209万円

農作物（　麦　）共済 218,293a 30,378万円 1,177万円 1,336万円 2,513万円

家 畜 共 済 120,890頭 2,342,937万円 59,473万円 49,553万円 109,026万円

果　樹（りんご）共済 5,056a 15,103万円 150万円 149万円 299万円

果　樹（な　し）共済 5,035a 21,365万円 429万円 429万円 858万円

畑作物（大　豆）共済 844,390a 268,331万円 8,547万円 10,447万円 18,994万円

畑作物（蚕　繭）共済 113箱 729万円 10万円 10万円 20万円

園 芸 施 設 共 済 24,049棟 973,062万円 10,602万円 10,601万円 21,203万円

建 物 共 済 124,020棟 151,153,000万円 107,806万円 107,806万円

農 機 具 共 済 36,672台 9,092,519万円 19,622万円 19,622万円

合 　 　 　 計 − 168,206,598万円 240,921万円 105,629万円 346,550万円

　収　入
●前期繰越業務残金…前年度からの繰越金

●受取補助金…………国から交付される運営経費

●賦課金………………組合員の方から、加入する共済事業ごとにいた
　　　　　　　　　　だく事務費賦課金等

●受取利息……………積立金を運用して得られた利息

●事業勘定受入………建物共済、農機具共済の掛金のうち業務勘定に
　　　　　　　　　　繰り入れられる金額

●引当金戻入…………機械器具等の更新、建物の修繕、事務機械化の
	 ために、引当金や準備金から取り崩す金額

　支　出
●人件費………役員報酬、職員給料手当、法定福利費、厚生福利費等
●旅費交通費…役職員の交通費、旅費
●事務費………業務に要する通信運搬費、図書印刷費、消耗品費、手数料
●業務費………業務運営に要する会議費、講習会費、共済部長報酬等
●普及推進費…広報紙の製作費、事業の加入推進等に要する記念品購入費、
　　　　　　　奨励金等
●施設費………車両、事務所施設等の維持管理等に要する経費
●損害評価費…損害評価に要する経費
●損害防止費…損害防止事業に要する経費
●諸税負担金…公租公課、自動車税、固定資産税並びに関係団体負担金

総共済金額   　1兆6,967億2,133万円
支払共済金   　 27億6,809万7,477円

用語の説明

目標共済金額   　1兆6,820億6,598万円

※端数処理の関係で合計が一致しない場合があります。

 平成30年度事業計画

特 集　第７回通常総代会 第７回通常総代会　特 集

前期繰越業務残金
366,984

人件費
2,142,018

旅費交通費
17,931

事務費
90,564

業務費
248,947

普及推進費
207,514

施設費
228,211

損害評価費
45,213

受取補助金
1,314,137

賦課金
569,604

受取利息
163,055

事業勘定受入
840,118

引当金等戻入
151,893

収　入
3,480,014
単位：千円

支　出
3,480,014
単位：千円

収　入
3,317,221
単位：千円

支　出
3,317,221
単位：千円

その他 74,223

前期繰越業務残金
334,224

受取補助金
1,304,797

賦課金
520,951

受取利息
153,551

事業勘定受入
808,812

引当金等戻入
147,122

その他 47,764

損害防止費
28,985

諸税負担金 60,036

その他
410,595

人件費
2,109,757

旅費交通費
19,574

事務費
92,992

業務費
318,571

普及推進費
160,454

施設費
142,195

損害評価費
71,820

諸税負担金 60,514

その他
341,344

 平成30年度業務収支予算

 平成29年度業務収支決算
 平成29年度事業実績

○農作物（麦）共済と果樹共済：引受面積等～徴収共済掛金は平成30年産、支払共済金は平成29年産の実績です。
○家畜共済：支払共済金は、死廃共済金と病傷共済金の計です。
○畑作物（大豆）共済：支払共済金は平成28年産の全相殺方式と、平成29年産の一筆・半相殺方式の計です。
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農
業
共
済
が
改
正
さ
れ
ま
す

特 

集

園
芸
施
設
共
済
の
仕
組
み
が

変
わ
り
ま
す

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
農
業
保
険
法
が
施
行
さ
れ
、
園
芸
施
設
共
済
の
制

度
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
制
度
は
、
共
済
責
任
期
間
が
平
成
31
年
１
月
１
日

以
降
に
開
始
す
る
も
の
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

パート2

１ 

短
期
加
入
を
廃
止
し
ま
す

　
こ
れ
ま
で
の
園
芸
施
設
共
済
は
、
被
覆
期

間
に
合
わ
せ
て
短
期
（
１
年
未
満
）の
加
入
も

あ
り
ま
し
た
が
、
改
正
制
度
で
は
、
被
覆
し
て

い
な
い
期
間
も
含
め
た
周
年
（
１
年
間
）で
の

加
入
に
な
り
ま
す
（
た
だ
し
、
始
期
（
終
期
）

統
一
す
る
場
合
は
、
短
期
で
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
）
。

　

短
期
加
入
か
ら
周
年
加
入
に
な
る
と
、
掛

金
の
負
担
増
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
被
覆
し

て
い
な
い
期
間
の
掛
金
率
を
、
被
覆
期
間
の

掛
金
率
と
別
に
設
定
し
、
負
担
が
大
き
く
な

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。【
図
１
】

　

周
年
で
加
入
し
て
い
た
だ
く
の
で
、
被
覆

さ
れ
て
い
な
い
期
間
に
、
施
設
本
体
に
一
定
規

模
以
上
の
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
補
償
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

２ 

共
済
掛
金
の
国
庫
負
担
限
度
額

の
見
直
し

　

園
芸
施
設
共
済
は
、
掛
金
の
一
部
を
国
が

負
担
し
て
お
り
、
共
済
金
額
で
８
千
万
円
が

国
庫
負
担
の
限
度
額
で
し
た
。
今
回
の
改
正

で
は
、
こ
の
限
度
額
が
２
倍
の
１
億
６
千
万

円
に
な
り
、
大
規
模
な
園
芸
施
設
も
加
入
し

や
す
く
な
り
ま
す
。【
図
２
】

　
な
お
、
復
旧
費
用
部
分
に
係
る
共
済
掛
金

に
つ
い
て
は
、
改
正
後
も
国
庫
負
担
が
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

３ 

小
損
害
不
て
ん
補
の

基
準
引
き
下
げ

　

被
害
を
受
け
た
際
、
棟
ご
と
に
共
済
金
支

払
い
の
基
準
に
な
る
金
額
が
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
「
共
済
価
額
の
10
％
も
し
く

は
３
万
円
を
超
え
る
場
合
」
と
し
て
い
た
基

準
が
「
①
共
済
価
額
の
５
％
も
し
く
は
３
万

円
を
超
え
る
場
合
」
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
支
払
い
の
基
準
と
な
る
金
額
は
、
①

の
ほ
か
に
②
10
万
円
、
③
20
万
円
が
追
加
さ

れ
、
加
入
の
際
に
①
②
③
か
ら
選
択
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
共
済
責
任
期
間
の
終
了
が
平
成
31
年
１
月

１
日
よ
り
後
で
、
改
正
制
度
を
適
用
さ
せ
る

た
め
の
切
り
替
え
を
希
望
す
る
方
は
、
お
近

く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

４ 

共
済
掛
金
の
取
り
扱
い

　
園
芸
施
設
共
済
の
掛
金
算
定
に
は
、
危
険

段
階
別
の
掛
金
率
を
適
用
し
ま
す
。

　
組
合
員
ご
と
に
、過
去
20
年
間
、ご
負
担
い

た
だ
い
た
掛
金
と
受
け
取
ら
れ
た
共
済
金
か

ら
１
年
ご
と
の
損
害
率
を
算
定
し
、こ
れ
を
基

に
、20
年
間
の
平
均
損
害
率
を
算
出
し
ま
す
。

　

組
合
員
ご
と
、
平
均
損
害
率
に
応
じ
た
掛

金
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
平
均
損
害
率
が
小

さ
け
れ
ば
、
設
定
さ
れ
た
危
険
段
階
の
中
か

ら
低
い
掛
金
率
が
適
用
さ
れ
、
ご
負
担
い
た

だ
く
掛
金
も
少
な
く
な
り
ま
す
。
平
均
損
害

率
が
大
き
い
数
字
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
は
、

掛
金
の
ご
負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

５ 

自
動
継
続
特
約
の
導
入

　

加
入
申
し
込
み
の
際
に
、
自
動
継
続
特
約

を
併
せ
て
申
し
込
み
い
た
だ
く
と
、
次
回
の

加
入
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
申
し
込
ま
れ
た
も

の
と
し
、
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
内
容
の
変
更

（
被
覆
期
間
、
被
覆
材
の
種
類
等
）
を
確
認
す

る
こ
と
で
、
加
入
手
続
き
と
し
ま
す
。

６ 

制
度
改
正
後
の

加
入
に
当
た
っ
て
（
注
意
事
項
）

　
平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
の
共
済
責
任
期

間
は
、
す
べ
て
１
年
に
な
り
、
１
年
の
中
で
被

覆
期
間
と
被
覆
し
て
い
な
い
期
間
を
、
加
入

申
し
込
み
の
際
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
加
入
内
容
（
被
覆
期
間
等
）
に
異
動

が
生
じ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

宮
城
各
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
異
動
連
絡
が
な
く
、
被
覆
材
に
被
害
が
発

生
し
た
場
合
、
共
済
金
が
お
支
払
い
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
願
い
ま
す
。

７ 

無
事
戻
し
金
の
取
り
扱
い

　

制
度
改
正
に
よ
り
、
無
事
戻
し
金
が
平
成

34
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
31
年
度
か
ら
廃
止
ま
で
の
間

に
、
無
事
戻
し
金
を
交
付
す
る
場
合
は
、
掛

金
の
一
部
を
負
担
し
て
い
る
国
に
も
同
額
を

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
交
付
に
は
大
き
な
財
源
が
必
要

と
な
り
、
共
済
金
支
払
い
の
財
源
に
も
影
響

を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
で

は
、
平
成
31
年
度
か
ら
無
事
戻
し
金
の
交
付

を
行
わ
な
い
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

８ 

収
入
保
険
と
の
関
係

　
施
設
本
体
に
合
わ
せ
て
施
設
内
農
作
物
も

園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
い
る
方
が
、
農

業
経
営
収
入
保
険
制
度
に
加
入
す
る
場
合

は
、
施
設
内
農
作
物
の
補
償
分
が
収
入
保
険

と
重
複
す
る
た
め
、
施
設
内
農
作
物
を
補
償

し
な
い
内
容
に
変
更
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
未

経
過
分
の
園
芸
施
設
共
済
の
掛
金
と
事
務
費

を
返
還
い
た
し
ま
す
。

【図１】 被覆していない期間がある場合の例
　　　　（２月から10月まで、８カ月間の被覆期間）

●現　行:園芸施設共済へ８カ月の短期加入（共済掛金も８カ月分）

 被覆している期間の補償（８カ月）  ４カ月補償がありません

●改正後:共済責任期間は１年です

被覆している期間の補償（８カ月） 被覆していない期間の補償（４ヵ月）

被覆期間と被覆していない期間で、それぞれの掛金率
から算出された掛金を合算し、１年分の掛金とします

【図２】 園芸施設共済への加入が共済金額１億5,000万円の例
【青色部分が加入者負担】

●現　行:共済金額8,000万円が国庫負担限度額
 8,000万円 まで加入者負担 50％

    国 庫 負 担 50％
8,000万円を超えた部分に

国庫負担がありませんでした 
共済金額の8,000万円を超えた部分で掛金の負
担が大きくなります

●改正後:国庫負担限度共済金額が１億6,000万円
　　　　  になります

                        加入者負担 50％
                        国 庫 負 担 50％

国庫負担限度額が共済金額１億6,000万円まで
になるので、掛金負担が軽くなります

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

○
包
括
共
済
区
分
と
は

　

家
畜
共
済
で
は
、
制
度
の
安
定
し
た
運
用

と
、
被
害
率
抑
制
を
目
的
に
、
農
家
単
位
で
、

乳
牛
、
肉
用
牛
な
ど
の
種
類
ご
と
に
全
頭
加

入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
種
類
ご
と
の
区

分
を
『
包
括
加
入
区
分
』
と
い
い
ま
す
。

　

今
回
の
制
度
改
正
で
は
、
固
定
資
産
的
家

畜
と
棚
卸
資
産
的
家
畜
の
共
済
価
額
設
定
方

法
の
改
善
に
伴
い
、
死
亡
廃
用
共
済
で
、『
包

括
加
入
区
分
』
を
見
直
し
ま
し
た
。【
図
１
】

○
加
入
申
込
者
の
申
告
が
基
本
で
す

　
家
畜
共
済
に
加
入
す
る
組
合
員
は
、
共
済

責
任
の
開
始
前
に
、
共
済
掛
金
期
間
中
に
飼

養
す
る
見
込
み
の『
包
括
加
入
区
分
』の
す
べ

て
の
家
畜
に
つ
い
て
、
品
種
別
・
用
途
別
に
、

期
首
も
し
く
は
導
入
予
定
時
点
の
月
齢
別
の

頭
数
を
申
告
し
ま
す
。

　
組
合
は
、
牛
ト
レ
サ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
（
以
下

「
牛
ト
レ
サ
」）
や
過
去
の
引
受
状
況
、
飼
養

管
理
台
帳
な
ど
の
帳
簿
（
聞
き
取
り
）
か
ら

申
告
事
項
を
確
認
し
ま
す
。

　

組
合
で
は
、
個
体
ご
と
の
加
入
状
況
情
報

を
即
時
に
整
理
し
ま
せ
ん
。
加
入
す
る
皆
さ

ま
の
帳
簿
が
個
体
情
報
の
台
帳
に
な
り
ま

す
。
ご
加
入
に
あ
た
っ
て
は
、
牛
ト
レ
サ
農
家

一
括
情
報
、
帳
簿
な
ど
を
開
示
い
た
だ
く
こ

と
が
前
提
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

新
規
加
入
時
に
は
、
現
地
で
畜
舎
や
飼
養

家
畜
共
済
制
度
改
正
の

　
　
　
　
　
あ
ら
ま
し
Ⅱ

　
前
回
に
引
き
続
き
、
平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
改
正
家
畜
共
済
の

あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
死
亡
廃
用
共
済
の
包
括
共
済
区
分
に
つ
い
て
で
す
。

【図１】包括共済区分

死亡廃用共済
疾病傷害
共　　済固定資産的

家　　　畜
棚卸資産的
家　　　畜

乳用牛 搾乳牛 育成乳牛 乳用牛

肉用牛 繁殖用雌牛 育成・肥育牛 肉用牛

一般馬 繁殖用雌馬 育成・肥育馬 一般馬

種　豚 種　豚 種　豚

肉　豚 肉　豚

※死亡廃用共済、疾病傷害共済はそれぞれ、包括共　
　済の家畜区分ごとに付保割合（死亡廃用共済）、
　選択割合（疾病傷害共済）を選択し加入すること
　ができます。
※子牛等の補償を選択した場合、死亡廃用共済では
　棚卸資産的家畜に子牛・胎児が、疾病傷害共済で
　は子牛が補償の対象に含まれます。
※加入を選択した包括家畜区分に含まれる家畜は、
　すべて加入いただきます。一部加入はできません。
※乳用種種雄牛、肉用種種雄牛、種雄馬、その他包
　括家畜区分に含まれない家畜は、現行制度と同様
　個別に加入いただきます。

場
合
は
次
ペ
ー
ジ【
図
２
】の
と
お
り
で
す
。

　
【
図
２
】
に
示
し
た
包
括
共
済
区
分
の
両

方
に
加
入
す
る
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、

加
入
の
際
に
申
告
す
る
頭
数
の
数
え
方
に
注

意
が
必
要
で
す
。

　
期
首
時
点
で
満
13
カ
月
齢
〜
23
カ
月
齢
の

繁
殖
用
育
成
牛
が
い
る
場
合
、
前
述
の
①
期

首
時
点
で
飼
養
し
て
い
る
家
畜
と
し
て
、
棚

卸
資
産
の
区
分
に
入
り
、
期
中
に
は
満
24
カ

管
理
の
状
況
を
確
認
し
ま
す
が
、個
体
ご
と
の

確
認
や
健
康
検
査
は
必
要
な
く
な
り
ま
す
。

○
包
括
共
済
区
分
ご
と
に

　
対
象
と
な
る
家
畜

　
包
括
共
済
区
分
ご
と
に
対
象
と
な
る
家
畜

は
、
①
期
首
時
点
で
飼
養
し
て
い
る
家
畜
、
②

期
中
に
そ
の
包
括
共
済
区
分
に
な
る
見
込
み

の
家
畜
、
③
導
入
予
定
の
家
畜
で
、
肉
用
牛
の

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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水
稲
共
済
細
目
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

水
稲
共
済
細
目
書
は
、
作
付
内
容
を
示

す
重
要
な
書
類
で
す
。

　

内
容
が
誤
っ
た
ま
ま
の
場
合
、
共
済
掛

金
に
差
額
が
生
じ
た
り
、
災
害
が
発
生
し

た
際
に
損
害
評
価
野
帳
が
配
付
さ
れ
な
い

な
ど
の
影
響
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

「
平
成
30
年
産
水
稲
１
回
作
共
済
細
目

書
」
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
作
付

内
容
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
稲
共
済
掛
金
の
納
入
期
限
は

７
月
31
日
で
す

　

口
座
振
替
の
登
録
を
し
て
い
る
方
は
、

指
定
の
口
座
か
ら
共
済
掛
金
等
を
振
り
替

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
水
稲
共
済
掛
金
の
算
定
方
法
は

参
考
（
左
図
）
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
稲
共
済
細
目
書
、
納
入
通
知
書
を

お
配
り
し
ま
す

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

　　　　  水稲共済掛金の算定方法
　　　　　 —掛金の5割を国が負担します—
　共済掛金は、共済金額※1と共済掛金率※2を基に、組合員
ごとに計算されます。共済掛金から国の負担分（5割）を差
し引いた金額が組合員負担掛金となります。

＜10㌃当たりの共済掛金計算例＞

基準単収500kg、１㎏当たり共済金額186円
一筆方式7割補償の場合

●引 受 収 量＝基準収穫量×補 償 割 合
　　350kg ＝　500kg　×　 7割

●共 済 金 額＝引 受 収 量×１㎏当たり共済金額
　65,100円＝ 350kg ×　　 186円

●共 済 掛 金＝共 済 金 額×共済掛金率
　 1,627円 ＝65,100円×  2.500％

●組合員負担掛金＝共 済 掛 金−国庫負担額
　　　814円　　＝1,627円　−　813円

　※1　共済金額は、共済事故で損害が生じた時に組合が支払
　　　 う共済金の最高額です。
　※2　共済掛金率は、過去の被害率を基礎として引受方式・
　　　 補償割合別に農林水産大臣が定めます。適用される率
　　　 は、地域ごと、組合員ごとに異なります。

 組合員負担掛金のほかに賦課金を負担いただきます。

参 考

飼
養
し
て
い
る
家
畜
で
は
、
期
首
時
点
の
月

齢
、
導
入
予
定
の
家
畜
で
は
、
導
入
月
と
そ
の

時
点
の
月
齢
、
出
生
予
定
の
家
畜
で
は
出
生

予
定
月
ご
と
に
申
告
い
た
だ
き
、
期
末
の
月

齢
を
計
算
し
て
共
済
価
額
を
設
定
し
ま
す
。

○
付
保
割
合
の
選
択
と
共
済
金
額

　

共
済
金
額
は
、
申
告
い
た
だ
い
た
加
入
頭

数
分
の
共
済
価
額
に
、
加
入
申
し
込
み
時
点

で
包
括
共
済
区
分
ご
と
に
８
割
か
ら
２
割
の

間
で
選
択
い
た
だ
く「
付
保
割
合
」を
掛
け
て

決
ま
り
ま
す
。
付
保
割
合
は
死
亡
・
廃
用
事
故

が
発
生
し
た
時
の
共
済
金
算
定
に
用
い
ま
す
。

改
正
家
畜
共
済
で
は
、
大
規
模
な
異
動
が
な

い
限
り
、同
じ
付
保
割
合
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

月
齢
に
達
す
る
の
で
、
②
期
中
に
そ
の
包
括

共
済
区
分
に
な
る
見
込
み
の
家
畜
と
し
て
、

固
定
資
産
の
区
分
に
も
入
り
ま
す
。
１
頭
の

牛
を
両
方
の
区
分
で
１
頭
ず
つ
カ
ウ
ン
ト
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
共
済
価
額
設
定
の
際
の
月
齢

　
共
済
価
額
は
、
品
種
ご
と
用
途
ご
と
月
齢

ご
と
に
定
め
ら
れ
た
一
頭
単
価
か
ら
、
加
入
頭

数
分
を
算
定
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
的
家
畜
は
、
期
首
ま
た
は
導
入

予
定
時
点
の
月
齢
（
申
告
い
た
だ
い
た
月
齢
）

で
共
済
価
額
を
設
定
し
ま
す
。

　
棚
卸
資
産
的
家
畜
は
、
期
末
の
月
齢
で
共

済
価
額
を
設
定
し
ま
す
の
で
、
期
首
時
点
で

特 集 農業共済が改正されます パート2

包　括
家畜の
区　分

区分の基準

（
固
定
資
産
的
家
畜
）

繁
殖
用
雌
牛

①期首時点で飼養している満24月齢以上の繁殖用の雌牛
②期中に導入予定の導入時月齢が満24月齢以上の繁殖用の雌牛
③期中に満24月齢以上になる繁殖用の雌牛
　※満24月齢として頭数を見込みます
　ア 期中時点で飼養している満13月齢以上の育成牛
　イ 期中に導入予定で期中に満24月齢になる予定の育成牛

（
棚
卸
資
産
的
家
畜
）

育
成
・
肥
育
牛

①期首時点で飼養している満24月齢未満の育成牛
②期首時点で飼養している肥育牛
　※搾乳牛または繁殖用雌牛から用途を変更した肥育牛を含み
　　ます
③期中に導入予定の育成牛
④期中に導入予定の肥育牛
⑤期中に出生予定の子牛
　※期中に導入予定の母牛の子牛を含みます
　※出生予定の子牛の雌雄は1/2を基本として、頭数を見込み
　　ます
　ア 子牛等を選択する場合
　　 ○出生予定の牛のうち、肥育牛にする予定の牛、育成牛に
　　　する予定の牛
　　 ○出生予定の牛のうち、出生後満4月齢未満で飼養しなく
　　　なる予定の牛（ヌレ子出荷など）
　イ 子牛等を選択しない場合
　　 ○出生後満4月齢を超えて飼養する予定の肥育牛と育成牛
⑥子牛等を選択する場合は、直近1年間の死亡した胎児の頭数
　※乳用種を除きます
（注）子牛及び胎児は「子牛のうち期末時点で出生後満4月齢未
　　　満のもの」及び「死亡した胎児」となります

　

こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま

す
。
気
象
庁
の
統
計
資
料
に
よ
る
と
、
過

去
10
年
間
で
日
本
に
上
陸
し
た
台
風
の
う

ち
、
８
月
と
９
月
が
全
体
の
６
割
を
超
え

て
い
ま
す
。
特
に
９
月
は
、
10
年
中
７
年

で
上
陸
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
大

型
の
台
風
の
発
生
や
局
地
的
な
大
雨
、
突

風
、
降
雹
な
ど
に
よ
り
予
想
で
き
な
い
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
台
風
等
に
備
え

て
園
芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
を
お
勧
め
い

た
し
ま
す
。

　

台
風
が
接
近
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
相

当
の
確
実
さ
を
も
っ
て
被
害
が
見
込
ま
れ

る
場
合
は
、
新
規
加
入
を
お
断
り
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
新
規
に
加
入
を
検

討
さ
れ
て
い
る
場
合
は
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

加
入
の
お
申
し
込
み
や
お
問
い
合
わ
せ
は

最
寄
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備
え

園
芸
施
設
共
済
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

こんなときに共済金をお支払いします

0
6月 7月 8月 9月 10月

2

4

6

8

（個）

10

12

過去10年間の月別台風上陸数

風　
　
害

水　
　
害

火
災
・
破
裂

お
よ
び
爆
発

雪　
　
害

車
両
の
衝
突

　
　
・
接
触

地
震
・
噴
火

 

病　
虫　
害

※
施
設
内
農
作
物
加
入
時

鳥　
獣　
害

強風で被害を受けたビニールハウス

　
暑
熱
に
よ
る
牛
の
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
で
す
。

を
十
分
に
飲
め
る
よ
う
、
給
水
設

備
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

夏
場
は
普
段
よ
り
水
の
必
要
度
が
高
ま

り
ま
す
。
牛
は
一
度
に
大
量
の
水
を
飲
み

ま
す
が
、
餌
の
時
間
が
同
じ
な
の
で
、
全

頭
一
斉
に
飲
む
こ
と
に
な
り
、
こ
の
た
め

給
水
不
足
が
発
生
し
ま
す
。
牛
は
不
足
分

を
後
か
ら
飲
む
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

　
一
度
、
水
の
勢
い
が
落
ち
て
い
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

よ
け
と
な
る
寒
冷
紗
な
ど
を
早
め

に
設
置
し
、
直
射
日
光
を
遮
断
し

ま
し
ょ
う
。

　
特
に
西
日
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

風
・
換
気
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
暑

く
な
る
前
に
、
扇
風
機
の
準
備
と

畜
舎
内
の
整
理
整
頓
を
し
て
、
換
気
（
通

風
）
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
不
十
分
な
換

気
は
、
温
度
と

湿
度
の
上
昇

や
、
結
露
の
増

加
に
よ
る
カ
ビ

の
発
生
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
暑
熱
時
は
ミ
ス
ト
を
併
用
す
る

と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

夏
本
番
が
来
る
前
に
早
め
の
暑
熱
対
策
を
！

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済陽を防ぎ、風は通るように設置します

配管内のさびで勢いが落ちる
場合もあります

水日

送

ミストにより、牛舎内の温度を下げます

◎水、日よけ、送風・換気の３
ポイントを再確認し、牛たち
が快適に夏場を過ごせるよう
準備しましょう。

　
今
年
も
夏
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
早
め
の
暑
熱
対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

【図２】固定資産的家畜と棚卸資産的家畜の区分（肉用牛の場合）
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2

1ほんのり赤色が付き始
めたトマトを収穫 2花を
ホルモン処理し結実させ
る 3「おいしい完熟トマト
をどうぞ」とたじりエコベ
ジタブルの皆さん。上段一
番右が、佐々木代表取締役 
4トマトを中心に地場産品
も販売する直売所 5トマ
トはみやぎ生協で販売、直
売所で買うことも出来ます 
6廃食油を使用したストー
ブ。冬場の暖房で活躍する

　

わ
ら
細
工
工
房
「
忘ぼ

う
が
じ
ゅ
く

我
塾
」
塾
長
の
石い

し

山や
ま

彰あ
き

義よ
し

さ
ん
（
70
）
は
、「
稲
作
が
盛
ん
な

加
美
町
か
ら
、
稲
の
副
産
物
を
使
う
わ
ら

細
工
の
技
術
を
絶
や
し
た
く
な
い
。
わ
ら
に

親
し
み
な
が
ら
、
わ
ら
の
文
化
を
学
ん
で

欲
し
い
」
と
の
思
い
で
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
や
地
域
住
民
、
約
10
名
の
塾
生
に
、

２
０
１
７
年
６
月
か
ら
、
わ
ら
細
工
を
教
え

て
い
ま
す
。

　
「
夢
中
に
な
っ
て
我
を
忘
れ
る
、遊
び
の
極

意
と
い
う
意
味
で『
忘ぼ

う
が
じ
ゅ
く

我
塾
』と
名
付
け
ま

し
た
。わ
ら
細
工
を
通
じ
塾
生
が
楽
し
め
れ

ば
」と
石
山
さ
ん
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

の
付
き
合
い
か
ら
、雨
の
日
で
も
で
き
る
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム（
農
業
体
験
）と
し
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
活
動
に
石
山
塾
長
の
指

導
が
生
か
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

石
山
さ
ん
は
東
京
在
住
で
、
教
員
を
定

年
退
職
後
に
、
４
年
間
の
サ
ー
ク
ル
活
動

で
わ
ら
細
工

を
学
び
ま
し

た
。
現
在
は

東
京
か
ら
月

に
１
週
間
程

度
、
加
美
町

の
実
家
に
滞

在
し
、
趣
味

の
農
作
業
を

楽
し
み
な
が

ら
、
塾
で
わ

ら
細
工
を
教
え
て
い
ま
す
。
石
山
さ
ん
は

「
材
料
の
わ
ら
や
マ
コ
モ
な
ど
は
、
地
元
の

農
家
か
ら
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
地
域

の
協
力
に
感
謝
を
表
し
ま
す
。

　
わ
ら
細
工
は
、
縄な

わ
綯な

い
か
ら
始
ま
り
ま
す

が
、
わ
ら
編
み
な
ど
の
技
術
を
習
得
す
る
こ

と
で
、
手
の
込
ん
だ
作
品
ま
で
制
作
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
年
末
に
は
塾
生
と
と
も
に

地
元
の
飯い

い

豊と
よ

神
社
に
飾
る
注し

連め

縄な
わ

作
り
も

手
伝
っ
て
い
ま
す
。

　
「
今
後
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
教
え

る
機
会
を
増
や
し
て
、
わ
ら
細
工
に
興
味
を

持
つ
人
が
増
え
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
」
と
笑

顔
で
話
す
石
山
さ
ん
で
し
た
。

　

大
崎
市
田
尻
の
（
有
）
た
じ
り
エ
コ
ベ

ジ
タ
ブ
ル
（
佐
々
木
陽
悦
代
表
取
締
役
）

で
は
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
２
棟
と
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
１
棟
の
20
㌃
で
夏
秋
大
玉
ト
マ
ト
「
桃

太
郎
」
を
生
産
。
宮
城
県
特
別
栽
培
認
証

制
度
に
の
っ
と
り
農
薬
化
学
肥
料
を
５

割
以
下
に
抑
え
た
節
減
栽
培
を
実
践
し
、

「
鮮
度
が
自
慢
の
お
い
し
い
ト
マ
ト
を
届

け
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
佐
々
木
代
表
は
、
20
年
前
か
ら
ト
マ
ト
栽

培
を
始
め
、
平
成
17
年
の
法
人
化
後
に
新

築
し
た
鉄
骨
ハ
ウ
ス
で
、
養
液
土
耕
栽
培
を

始
め
ま
し
た
。

　
「
良
く
観
察
す
る
こ
と
が
、
収
穫
量
や
病

害
虫
の
防
除
に
つ
な
が
る
」
と
佐
々
木
代

表
。ハ
ウ
ス
内
は
風
通
し
を
良
く
す
る
こ
と

で
湿
度
を
下
げ
、
最
低
限
の
防
除
で
病
害

虫
の
予
防
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
土
壌
分
析
を
１
棟
ご
と
に
行
っ
て
、
施
肥

設
計
を
し
、
元
肥
に
有
機
質
１
０
０
％
の
肥

料
を
使
い
土
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
２
月
〜

４
月
の
定
植
後
、
ト
マ
ト
の
状
態
を
確
認
し

な
が
ら
肥
料
と
水
の
量
を
調
節
し
、
収
穫
を

終
え
る
10
月
上
旬
ま
で
長
期
多
段
採
り
と

い
う
栽
培
方
法
で
15
段
ま
で
伸
ば
し
ま
す
。

１
本
か
ら
40
〜
50
個
の
ト
マ
ト
を
収
穫
し
、

10
㌃
あ
た
り
12
〜
15
㌧
を
生
産
し
ま
す
。

　
「
糖
度
は
常
に
７
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

食
味
も
安
定
し
て
い
る
の
で
、
自
信
を
持
っ

て
お
勧
め
し
ま
す
」
と
佐
々
木
代
表
。
生
産

さ
れ
た
ト
マ
ト
は
、
み
や
ぎ
生
協
へ
出
荷
す

る
ほ
か
、
敷
地
内
の
直
売
所
で
も
販
売
し
、

「
新
鮮
で
程
よ
い
甘
さ
」
と
好
評
で
す
。

　
ま
た
、ハ
ウ
ス
内
に
３
台
設
置
す
る
冬
季

用
ス
ト
ー
ブ
は
、一
般
家
庭
か
ら
回
収
し
た

廃
食
油
を
使
用
で
き
る
も
の
に
し
、
ト
ラ
ク

タ
ー
に
も
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
Ｂ
Ｄ
Ｆ

を
使
用
す
る
な
ど
、
経
費
削
減
と
と
も
に
、

先
進
的
に
環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
佐
々
木
代
表
は
、「
環
境
に
配
慮
し
た
農

産
物
を
生
産
し
、
農
業
体
験
な
ど
も
積
極

的
に
行
い
、
農
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
農
業
へ
の
思

い
を
話
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
／
た
じ
り
エ
コ
ベ
ジ
タ
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
☎
０
２
２
９‒

３
９‒

７
７
７
５

地　域
の

話 題

地　域
の

話 題

わ
ら
細
工
で
昔
な
が
ら
の

伝
統
・
技
術
を
次
世
代
へ
継
承

わ
ら
細
工
工
房
「
忘
我
塾
」（
加
美
町
）

酪
農
女
性
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る

酪
農
ガ
ー
ル
ズ
（
蔵
王
町
）

環
境
に
配
慮
し

鮮
度
が
自
慢
の
ト
マ
ト
を
届
け
た
い

　

有
限
会
社 

た
じ
り
エ
コ
ベ
ジ
タ
ブ
ル
（
大
崎
市
田
尻
）

1

地　域
の

話 題4

□□□

□□□

　

酪
農
家
の
若
い
女
性
が
集
ま
る
場
所
を

作
り
た
い
と
、
２
０
１
３
年
に
結
成
さ
れ
た

酪
農
ガ
ー
ル
ズ
（
佐
々
木
飛
鳥
会
長
・
36

歳
、
蔵
王
町
）。
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
宮
城

県
南
部
在
住
者
を
中
心
に
28
名
。
複
式
簿

記
や
飼
養
管
理
の
講
習
会
、
酪
農
関
連
施

設
の
視
察
研
修
、
乳
製
品
を
使
っ
た
料
理
講

習
会
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所
属
す
る
酪
農
協

同
組
合
を
超
え
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
会
長
の
佐
々
木
さ
ん
は
「
私

が
23
歳
で
就
農
し
た
時
、
周
り

の
後
継
者
は
男
性
ば
か
り
で
、

心
細
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
」

と
い
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
酪

農
ガ
ー
ル
ズ
の
初
代
会
長
だ
っ

た
長
井
愛
さ
ん
（
丸
森
町
）
に

声
を
掛
け
ら
れ
参
加
。
当
初
は

７
名
で
、
月
１
回
集
ま
り
、
個

体
繁
殖
管
理
台
帳
の
記
録
か
ら

始
め
ま
し
た
。
酪
農
の
事
だ
け
で
な
く
、
恋

愛
や
結
婚
、
子
育
て
の
話
し
が
で
き
る
場
が

で
き
ま
し
た
。

　

会
員
か
ら
も
「
20
代
か
ら
40
代
の
若
い

お
母
さ
ん
た
ち
が
中
心
な
の
で
、
悩
み
を
相

談
し
た
り
情
報
を
交
換
し
た
り
で
き
る
の

が
嬉
し
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

会
員
同
士
の
連
絡
は
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン

を
使
っ
て
い
て
、「
子
牛
の
こ
と
な
ど
、
急

な
相
談
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
返
信
が
届

く
の
で
本
当
に
心
強
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
現
在
の
活
動
は
年
４
回
ほ
ど
。
今
年
の

５
月
に
開
催
し
た
通
常
総
会
時
に
は
、Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
中
央
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
の

川
名
獣
医
師
か
ら
「
正
し
い
搾
乳
手
順
と

乳
房
炎
」
に
つ
い
て
受

講
し
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
２
代
目

の
会
長
を
務
め
る
佐
々

木
さ
ん
は
、「
世
代
が

交
代
し
て
も
、
こ
の
会

が
引
き
継
が
れ
て
行

く
よ
う
な
、
楽
し
い
活

動
を
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

3

5

6

▲アジアン料理で乳製品の新たな活用方法を勉強
 （写真提供：大河原農業改良普及センター）

▲塾生とともに、いつも楽しく

▲わら細工は基本の縄綯い
　から始まると石山塾長

▲心のよりどころができたと
　話す佐々木会長
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kitchen garden

四季の畑
　わたしのおうちでは、とうちゃんとじい
ちゃんがお米やきゅうりを作っています。
田植えとか稲刈りは、わたしもお手伝いを
します。
　幼稚園に行くと、鉄棒やなわとびをして
遊びます。すきなたべものは、りんごやお
うちのきゅうりがとてもすきです。
　とうちゃん、かあちゃん、「いつもあり
がとう」。これからも、おうちのお手伝い
をがんばります。

「とうちゃん、かあちゃん
　　　　いつもありがとう」

佐  藤　梗
きょう

  花
か

　金融関係の営業で働き５年目になりま
す。お客様は初対面の方が多く、笑顔
を大切に信頼されるよう取り組んでい
ます。
　皆さんも好きな「仙台セリ」は、私の
住む名取市の特産物として有名です。私
も香りと歯応えが大好きです。
　趣味は旅行をすることです。最近、親
友と二人で台湾へ行き、観光にグルメに
と、日々の疲れを癒してきました。次は
海が綺麗なモルディブに行ってみたいで
すね。

夏から秋にはじめる野菜

はじめに
　秋は、家庭菜園を始める絶好のシーズンです。気温が低くなり、病害虫の心配が少なくなるため初心者の方で
も比較的に管理が容易です。ダイコンやカブといった根菜類からホウレンソウ、コマツナ、ハクサイなど、日々
の食卓に欠かせない野菜をぜひご自宅でお楽しみ下さい。ここでは、夏から秋にタネまきを行うおすすめ野菜を
選び紹介します。播種期を過ぎてしまうと、生育が遅れ収穫ができなくなることもありますので、適期にタネを
まくことが重要となります。	 ※播種期は宮城県平坦地を標準としています

期
限
内
納
入
を
お
願
い
し
ま
す

　
７
月
は
、
水
稲
・
大
豆
共
済
の
掛
金
納
入
月
で
す
。

○
納
入
期
日

　
大
豆
共
済　
７
月
20
日

　
水
稲
共
済　
７
月
31
日

※ 

大
豆
共
済
で
は
、
期
限
内
に
掛
金
が
納
入
さ
れ
な
い
場

合
、
共
済
関
係
を
解
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
納
入
手
続
き
の
簡
素
化
と
不
祥
事

の
未
然
防
止
の
た
め
、
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
つ
い
て

「
口
座
振
替
」
の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

家
畜
の
異
動
連
絡
を
お
忘
れ
な
く

　
飼
養
し
て
い
る
家
畜
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や

か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
が
無
か
っ
た
り
遅
れ
た
り
し
た
場
合
、
共
済
金
が

支
払
わ
れ
な
い
こ
と
や
、
既
に
お
支
払
い
し
た
共
済
金
の

一
部
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
和
み
」
が
模
範
広
報
紙
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

　
こ
の
た
び
、
組
合
広
報
紙
「
和
み
」
が
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

全
国
が
主
催
す
る
平
成
29
年
度
組
合
等
広
報
紙
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
模
範
広
報
紙
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
お
か
げ
と
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
作
り
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

仕事の基本は笑顔

大
和
町
鶴
巣

佐
藤	

梗き
ょ
う		

花か	

ち
ゃ
ん	(

4
）

	

洵じ
ゅ
ん		

菜な	

ち
ゃ
ん	(

2
）

	

果か		

澄す
み	

ち
ゃ
ん	(

8
ヶ
月
）

お
父
さ
ん	

伸し
ん

　
弥や	

さ
　
ん

お
母
さ
ん	

真ま

　
有ゆ	

さ
　
ん

初心者でも育てやすく、栽培環境に左
右されにくい特性があります。みずみ
ずしく、水分がたっぷりの肉質で、生
食から煮込料理まで幅広い料理に向き
ます。 播種期：7/下～ 8/上

ダ
イ
コ
ン

冬自慢
ふゆ じ  まん

　　　　　　ゆき

　　　　　　　こ

ふゆづき

てん あ ん こうしん

うち こし い っすん

美しい彩りと食味のよさで人気が高
い品種です。玉のそろいがよく、す
入りも遅く作りやすいです。肉質は
緻密で甘みが強く、食感のよさも特
徴です。 播種期：4/下～ 9/上

小
カ
ブ

あやめ雪R

寒い時期でも生育が早くしっかり育
ちます。立性で、葉軸が太く、株張
りもがっちりとして萎黄病に耐病性
を持ちます。 播種期：3/下～ 9/上

コ
マ
ツ
ナ

はまつづき

使い切りサイズのミニダイコン。サ
ラダや漬物、おろし、炒め物、煮物
とあらゆる用途に向きます。小葉で
密植栽培にも適しています。

播種期：6/中～ 8/中

ミ
ニ
ダ
イ
コ
ン

ころっ娘

葉が肉厚で寒さに極めて強く、丈夫な
ため霜などで起こる葉の傷みが少ない
品種です。甘みがのりやすく、越冬後
の食味は格別です。収穫目安は播種後
90 ～ 95日。 播種期：8/上～ 8/下

ハ
ク
サ
イ

冬月90

生育が非常に旺盛で、初心者でも安
心して育てることができます。低温
でもよく育ち、ボリュームたっぷり
な株が収穫できます。
播種期：9/上～ 10/中（トンネル）

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

オシリス

外側は白色、中は鮮やかな赤色で
大根おろしやサラダの彩りに。ま
た、一夜漬けや浅漬けにもぴったり
です。 播種期：8/上～ 8/下

中
国
ダ
イ
コ
ン

天安紅芯2号

加熱しても、生でもおいしいミニハク
サイ。200 ～ 300ｇの結球始めから、
600 ～ 1200ｇほどまでどの大きさで
も収穫が可能で食べる分だけ少しずつ
収穫できる。 播種期:5/下～ 9/中

ミ
ニ
ハ
ク
サ
イ

タイニーシュシュR

1株でたくさん収穫でき、3粒莢の確率
が高い品種です。丈夫で育てやすいた
め失敗しにくく、耐寒性にも優れてい
ます。播種期：9/中～ 9/下（トンネル）

ソ
ラ
マ
メ

打越一寸

名取市　高	橋		まどか	さん
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ナンバープレース
ナナンンププレレ

　
は
が
き
に
記
入
例
の
と
お
り
明
記
の
上
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

10
人
の
方
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◎
〆
切 

平
成
30
年
7
月
26
日（
当
日
消
印
有
効
）

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
情
報
提
供
な
ど
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ス
の
応
募
に
合
わ
せ
て
の
お
便
り
も

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※�

平
成
29
年
6
月
1
日
か
ら
郵
便
は
が
き
料
金
は
62
円

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 ※ ご応募いただいた個人情報は、紙面づくり以外

の目的には使用しません。

仙
台
市
青
葉
区
上
杉

　
　
　
　
　   

1
丁
目
8
の
10

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城

　
広
報
係 

行

9 8 0 0 0 1 162①
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ス
の
答
え

②
〒
・
住
所

③
氏
名
　④
年
齢

⑤
電
話
番
号
　

⑥
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど

（裏面）　　　 《記入例》 　　（宛先面）

「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
開
催
日
」

　
７
月
28
日
（
土
）
〜
８
月
15
日
（
水
）

※ 

開
花
状
況
は
大
崎
市
や
道
の
駅
や
ま
な
み
の

Ｈ
Ｐ
で
確
認
で
き
ま
す
。

◆ 

農
業
共
済
制
度
が
改
正
さ
れ
、
就
農
す
る
も
の
に
と
っ
て
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。 

（
大
和
町
Ｏ
・
Ｉ
さ
ん
）

◆ 

地
域
の
話
題
の
ぱ
ぱ
い
や
ぱ
ん
や
さ
ん
、
お
い
し
そ
う
な
パ
ン
で

す
ね
。
ど
う
ぞ
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 （
気
仙
沼
市
Ｅ
・
Ｓ
さ
ん
）

◆ 

絆
レ
タ
ー
を
毎
回
楽
し
み
に
読
ん
で
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

親
の
仕
事
を
き
ち
ん
と
後
ろ
か
ら
見
て
い
る
の
だ
な
と
思
い
、
農

業
の
将
来
が
楽
し
み
で
す
。 

（
松
島
町
Ｗ
・
Ｋ
さ
ん
）

◆ 

和
み
は
多
種
多
様
な
こ
と
が
ら
で
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

分
か
ら
な
い
こ
と
も
納
得
し
ま
す
。
さ
わ
や
か
さ
ん
本
当
に
良
い

笑
顔
で
素
敵
で
す
ね
。 

（
登
米
市
Ｋ
・
Ｈ
さ
ん
）

◆ 

わ
が
家
の
味
＊
レ
シ
ピ
の
レ
ン
コ
ン
蒸
し
パ
ン
早
速
作
っ
て
食
べ

て
み
ま
す
。 

（
大
崎
市
Ｓ
・
Ｙ
さ
ん
）

 

お
た
よ
り
広
場

応  募  方  法

問い合わせ先
（株）大崎市三本木振興公社　☎︎０２２９−５２−６２３２

　昨年度までは、クロスワードを出題しておりまし
たが、今年度は、ナンプレ（ナンバープレース：数独）
と交互に出題しますので、こちらでも頭の体操に
参加してください。
　二重マス（緑のマス）に入った数字をＡＢＣＤの
順に並べてご解答ください。

今回のヒント
① アの 列にもイの 列にも『７』が見えています。 

ウの列のどこに『７』が入るでしょう。
② 上段真ん中のブロックにも『７』が入るマスが…
③ ４つの数字を並べると、和み「別冊」に記載され

た□．□□□になります。

　
当
地
区
は
奥
州
街
道
有
壁
宿
の
中

に
位
置
し
、組
合
員
が
15
戸
ほ
ど
で
、

小
規
模
の
兼
業
農
家
が
ほ
と
ん
ど
の

集
落
で
す
。

　

わ
が
家
は
、
稲
の
作
付
面
積
が

25
㌃
、
畑
は
家
庭
菜
園
ほ
ど
で
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
10

数
品
目
を
作
付
し
、
妻
と
二
人
で
収

穫
を
楽
し
み
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
農
業
共
済
制
度
の
大
き
な

見
直
し
の
中
、
組
合
員
へ
の
内
容
周

知
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
微
力
な
が
ら
組
合
員
の
皆

さ
ん
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
頑
張
り
ま
す
。

▼ 

共
済
部
長
歴
６
年

　
金
成
地
区
共
済
部
長
会
長

▼ 

損
害
評
価
員
歴
15
年

　

水
稲
１・
２
ヘクタール
を
作
付
け
す
る
ほ

か
、
畑
で
自
家
消
費
用
の
野
菜
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　
農
作
業
の
合
間
に
は
、
市
役
所
の

日
直
や
、
大
崎
市
、
栗
原
市
、
一
関

市
方
面
へ
乾
物
の
行
商
に
出
て
い
ま

す
。
行
商
は
地
域
の
方
々
と
の
交
流

が
魅
力
で
す
。

　
今
一
番
の
楽
し
み
は
、
夫
婦
で
年

に
１
〜
２
回
旅
行
す
る
こ
と
で
す
。

農
作
業
が
一
段
落
し
た
ら
、
今
年
は

山
陰・山
陽
方
面
に
行
く
予
定
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
、
類
似
保
険
と

の
関
係
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
押

さ
え
、
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
説

明
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

栗
原
支
所

栗
原
市
金
成

阿
部
　	

保
さ
ん
（
64
）

迫
支
所

登
米
市
中
田
町

日
野	

英
俊
さ
ん
（
69
）

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
は

 『
し
ゅ
う
に
ゅ
う（
収
入
）』

        

　
　
　　
　
　
　
で
し
た
。

当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
　
間
　
園
　
子
さ
ん
（
柴
田
町
）

門
　
間
　
久
　
子
さ
ん
（
角
田
市
）

佐
　
藤
　
文
　
子
さ
ん
（
丸
森
町
）

吉
　
川
　
正
　
憲
さ
ん
（
大
和
町
）

赤
　
間
　
あ
さ
子
さ
ん
（
大
郷
町
）

渥
　
美
　
　
博
　
さ
ん
（
亘
理
町
）

千
　
坂
　
宣
　
子
さ
ん
（
色
麻
町
）

道
　
家
　
仲
　
子
さ
ん
（
美
里
町
）

本
　
田
　
と
　
よ
さ
ん
（
東
松
島
市
）

酒
　
井
　
早
　
苗
さ
ん
（
石
巻
市
）

前号の答えと当選者

三本木ひまわりの丘
～ひまわりまつり～

（大崎市）

　
大
崎
市
三
本
木
の
ひ
ま
わ
り
の
丘
は
、
仙
台
市

か
ら
北
に
約
30
キ
ロ
に
位
置
し
、
国
道
４
号
線
の

西
側
に
広
が
る
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
で
す
。

　
旧
三
本
木
町
の
町
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
食

用
ひ
ま
わ
り
の
栽
培
を
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
丘
の
整
備
が
進
み
、
現
在
６
ヘクタール
の
畑
で
ひ
ま
わ

り
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
播
種
さ
れ

た
ひ
ま
わ
り
は
、
７
月
末
か
ら
お
盆
過
ぎ
ま
で
見

頃
を
迎
え
ま
す
。

　
太
陽
に
向
か
っ
て
咲
き
誇
る
42
万
本
の
黄
色
の

じ
ゅ
う
た
ん
は
圧
巻
で
、
夏
の
青
空
に
よ
く
映
え

ま
す
。

　
開
花
に
合
わ
せ
、
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
も
開
催
さ

れ
、
売
店
で
は
、
ひ
ま
わ
り
の
種
を
使
っ
た
ア
イ

ス
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
地
場
産
品
の
販
売
も
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
畑
の
中
に
は
遊
歩
道
も
設
け
ら
れ
、
家

族
連
れ
な
ど
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

7 B 8 3 5 4 ←ア

2 3 9 C 7 8 ←イ

5 1 4 3 ←ウ

5 D 4 2
4 8 2 3 9 6
2 8 5

6 4 3
A 7 4 9 5

1 5 2 9 7

ナンプレ
の 基 本
ル ー ル

① タテ９列、ヨコ９列のどの列にも１～９の数字が１つ
ずつ入ります。

② 太線で囲まれた９マスのブロックごとにも１～９の数
字が１つずつ入ります。

　
大
崎
市
田
尻
で
「
桃
太

郎
」
ト
マ
ト
を
栽
培
す
る

（
有
）た
じ
り
エ
コ
ベ
ジ
タ

ブ
ル
さ
ん
の
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
内
で
撮
影
し
ま

し
た
。

　

数
日
後
や
数
週
間
後

の
ト
マ
ト
を
想
定
し
な
が

ら
栽
培
管
理
し
て
い
る
様

子
と
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
の
笑
顔
に
感
心
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
暑
い
日
で
し
た

が
、
わ
た
し
の
つ
ま
ら
な

い
冗
談
に
も
笑
っ
て
い
た

だ
い
て
、
笑
顔
の
写
真
が

撮
れ
ま
し
た
。

大崎市田尻
㈲たじり
エコベジタブル

撮影を
終えて

N

ひまわりの丘

看板とノボリが
入り口の目印
です

至古川

ファミリー
マート

鳴瀬川

至大衡

至色麻

●

●

4

4
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〒
980 -0011 宮

城
県

仙
台

市
青

葉
区

上
杉

1 -8 -10
TEL 022 -225 -6701　
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X 022 -262 -6406　
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w
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 印

刷
  川

嶋
印

刷
株

式
会

社

＊料理紹介者　
　東松島市	

　古川	宣
のぶ

子
こ

	さん

作 り 方

❶  キュウリをスライサーで輪切りにする。
❷  ❶に塩を振って重しをする。
❸  ❷を軽く水洗いし、手で絞る。さらに中火にかけ、汁気が無くなるま

で混ぜる。冷ました後でもう一度絞る。
❹  ショウガを千切りにし、鷹の爪は輪切りにする。
❺   ❸と❹、砂糖、しょうゆ、酢、みりんを鍋に入れ、強火で水分がなく

なるまで煮詰める。
❻   ❺を別容器に移して冷まし、塩ふき昆布を混ぜ合わせて出来上がり。

材 料 （15〜20人分）

・キュウリ	………………………… 3kg

・ショウガ	……………………… 1かけ

・塩ふき昆布	……………… 27～ 40g

・砂糖	 ……………………………140g

・しょうゆ	……………………… 150cc

・酢……………………………… 200cc

・みりん	……………………………50cc

・唐辛子（鷹の爪）	 ………… 3～ 4本

・塩………………………………… 適量

キュウリの佃煮

★	キュウリは水分が多いため、しっかりと絞ることで味が
染み込みやすくなります。

★	小さい袋に小分けして冷凍しておくと長期保存できます。

本　　所　〒 980-0011 
仙台市青葉区上杉1-8-10 
TEL 022-225-6701
県南支所　〒 981-1505 
角田市角田字町田１１３ 
TEL 0224-63-2012
宮城中央支所　〒 983-0821 
仙台市宮城野区岩切字昭和東 112-3 
TEL 022-396-3070
亘理名取支所　〒 989-2301 
亘理町逢隈中泉字一里原 28-8 
TEL 0223-34-5031
六の国支所　〒 981-4265 
加美町字矢越 226 
TEL 0229-64-1380

大崎支所　〒 989-6166 
大崎市古川東町 5-37 
TEL 0229-22-2141
栗原支所　〒 987-2203 
栗原市築館字下宮野中田 100 
TEL 0228-23-7111
迫 支 所　〒 987-0512 
登米市迫町森字平柳 34-88 
TEL 0220-22-8411
石巻支所　〒 986-1111 
石巻市鹿又字曽波の神前 172 
TEL 0225-75-2331
県南家畜診療センター　〒 989-0731 
白石市福岡深谷字桜丘前１０ 
TEL 0224-25-4565

中央家畜診療センター　〒 989-6251 
大崎市古川小野字嵐山 26-1 
TEL 0229-28-2581
県北家畜診療センター　〒 987-0511 
登米市迫町佐沼字中江 1-3-1 
TEL 0220-22-2790
家畜診療研修所　〒 981-3602 
大衡村大衡字平林 39-4 
TEL 022-345-2241

宮城


